
 

 

 「新しい生活様式」に基づく学校生活の流れ  
令和５年２月 

    佐倉市立山王小学校 

 児童・生徒 教職員 

登 校 

○季節を問わず、屋外におけるマスクの着

用を必要としません。 

〇徒歩や自転車での通学など、人がすれ違

う時も必要としません。 

○人とできるだけ距離を確保し、近距離や

大声での会話を控えるように気をつけま

す。 

〇登校時の感染対策について指導します。

（マスクを外す場合は、近距離や大声の

会話を控える等） 

 

学校に 

着いたら 

〇昇降口では密集しないように気をつけま

す。 

〇登校時に健康観察カードを提出します。 

〇荷物を整理してから、 

まず手を洗います。 

 

〇昇降口で健康観察カードを確認します。

場合によっては家庭に確認します。 

〇水道での密集を避けるように指導しま

す。 

 

 

朝の会 
〇担任による健康観察を行います。 〇体調の確認を行い、体調不良の際には、

保護者へ連絡し、管理職へ報告します。 

授業中 

〇授業では３つの密を回避し、手洗い、換気

を徹底しながら学習します。 

〇教材教具を共有で使用する場合は、使用

前後に手洗いをします。 

〇次の条件ではマスクを外して学習するこ

とができます。 

・屋内において、人との距離（１ｍ以上を

目安）がとれて、会話をほとんどしない

学習の場合。 

・屋外において、人との距離がとれる学

習の場合。 

・屋外において、人との距離がとれない

場合であっても、会話をほとんどしな

い学習の場合。 

 

〇授業形態を配慮します。 

〇学習環境・内容を配慮します。 

➡室内の換気を徹底します。 

➡共用の物の使い方を指導します。 

➡「新しい生活様式」を踏まえ、校内の感染

状況に応じて感染防止対策を講じた授

業を行います。 

➡更衣室は常に換気をし、可能な限りマス

クを着用しながら、短時間で無言で着替

えるようにします。 

  

給食 

〇食事の前後は、必ず手洗い・消毒をしま

す。 

 

〇給食当番は、衛生チェックをしてから当

番活動を行います。 

〇食事中は、換気の徹底、身体的距離をお

おむね１ｍ以上確保、座席の工夫、食事

のマナーを守ることで、会話をしながら

食べることができます。その際、大きな

声での会話は控えます。 

 

 

〇給食当番の衛生チェックを行います。 

 ➡マスク・白衣の着用、手洗い、消毒の確

認をします。 

 ➡体調を崩し、体調がすぐれない場合は

当番を行わないように指導します。 

〇黙食を希望する児童生徒に対して、適切

な配慮をします。（パーテェーション） 

〇前向きでマナーに気を付け食べるように

指導します。 

〇食事の時間は、児童生徒の発達段階や個

別に配慮すべき事情を踏まえ、適切に確

保します。 



 

 

休み時間 

〇休み時間後は石けんで手洗いを行いま

す。 

〇換気をして教室内の空気を入れ替えま

す。 

〇３つの密が発生しやすい場面では、マス

クを外して会話することを控えます。 

 

〇室内の空気が入れ替わるよう工夫して換

気をします。 

〇トイレが混雑しないよう、動線を示しま

す。 

〇トイレ・手洗い場の環境を確認します。 

〇休み時間の過ごし方を見守り、校内の感

染状況に応じて適切に遊ぶことができる

よう指導します。 

〇マスクを着用したまま運動量の多い遊び 

はしないよう指導します。 

清掃 

〇換気のよい状況で行います。 

〇トイレ清掃は、手袋を着用し、衛生面に

気を付けて行います。 

〇清掃後は石けんで手洗い 

を行います。 

〇外掃除は、マスクを外して行うことを可

とします。その際、会話を控えます。 

〇子供たちと一緒に活動します。 

〇密集しないように場所、時間、人数につ

いて配慮します。 

〇消毒時は、家庭用洗剤等を有効に活用し

ます。 

〇終了後の手洗いの確認をします。 

帰りの会 
〇健康観察を行います。 

〇異常があった場合は担任へ伝えます。 

〇体調の確認を行い、体調不良の際には、

保護者へ連絡し、管理職へ報告します。 

部活動 

課外活動 

〇活動前に健康観察を実施します。 

〇開始前、休憩中、終了後など、手洗いをこ

まめに行います。 

〇着替えや水分補給の時は、会話はしませ

ん。 

〇「授業中」と同じ条件の時にマスクを外

すことを可とします。 

〇開始前に健康チェックをします。 

〇開始前、休憩中、終了後に手洗いの確認

をします。 

〇密集する運動や接触をする活動、向かい

合って発声する活動等については、形態

を工夫します。 

〇休憩中や活動後の子供たちの様子を確認

します。 

〇マスクを外した際の練習については、発

声などに配慮した活動をします。 

下 校 

○季節を問わず、屋外におけるマスクの着

用を必要としません。 

〇徒歩や自転車での通学など、人がすれ違

う時も必要としません。 

○人とできるだけ距離を確保し、近距離や

大声での会話を控えるように気をつけま

す。 

〇下校時の感染対策について指導します。

（マスクを外す場合は、近距離や大声の

会話を控える等） 

 

 


